
(57)【要約】

　【課題】　超音波探触子の非動作時に、例えば、超音

波探触子を誤って落下させた場合でも、超音波振動子や

超音波振動子の支持機構の損傷を防ぐことが可能な耐衝

撃性を有する超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　超音波探触子１０の動作状態／非動作

状態を検出し、非動作状態の場合には、揺動軸２を中心

として回動可能な超音波振動子アセンブリ１を、所定の

退避位置７（例えば、所定の基準位置６から角度αだけ

回動した位置）に配置させるようにする。このとき、超

音波振動子アセンブリは、所定の退避位置から更に大き

な角度に回動可能なように構成されることが望ましい。

また、このように、超音波振動子アセンブリを所定の退

避位置から更に大きな角度に回動させるような過度の衝

撃を吸収・緩和するための緩衝部材を設けることも可能

である。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 用 い て 所 定 の 被 検 体 内 の 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
　 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う 超 音 波 振 動 子 が 配 置 さ れ た 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 所 定 の 回 動 軸 を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 支 持 す る 軸 受 け 部
材 と 、
　 略 半 球 形 状 を 有 し 、 前 記 略 半 球 形 状 の 内 側 に 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 配 置 す る こ
と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 保 護 す る 音 響 窓 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 前 記 所 定 の 回 動 軸 を 中 心 と し て 回 動 さ せ る 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 探 触 子 の 動 作 状 態 を 検 出 す る た め の 動 作 検 出 手 段 と を 有 す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 動 作 検 出 手 段 に よ っ て 前 記 超 音 波 探 触 子 が 非 動 作 状 態 で あ る こ と が 検 出 さ れ た 場 合
、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ が 、 動 作 時 に 配 置 さ れ 得 る 基 準 位 置 に 対 し て 、 前 記 所 定 の
回 動 軸 を 中 心 と し て 所 定 の 角 度 だ け 回 動 さ れ た 所 定 の 退 避 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ
れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 所 定 の 退 避 位 置 と す る た め の 前 記 所 定 の 角 度 よ り も 、 さ ら に 前 記 基 準 位 置 に 対 す る
角 度 が 大 き く な る よ う に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ に 対 し て 衝 撃 が 印 加 さ れ た 場 合 に
、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ と 接 触 し て 前 記 衝 撃 を 緩 和 す る た め の 緩 衝 部 材 を 有 す る 請
求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 緩 衝 部 材 の 内 部 抵 抗 値 を 検 出 す る た め の 抵 抗 値 検 出 手 段 を 有 す る と と も に 、 前 記 緩
衝 部 材 が 導 電 性 ゴ ム に よ り 構 成 さ れ て お り 、 前 記 抵 抗 値 検 出 手 段 に よ る 前 記 緩 衝 部 材 の 内
部 抵 抗 値 の 変 化 の 検 出 に よ っ て 、 前 記 緩 衝 部 材 が 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ か ら 応 力 を
受 け た 旨 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 体 内 画 像 を 得 る た め の 医 用 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 利 用 さ れ
る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 超 音 波 振 動 素 子 が 配 列 さ れ
た コ ン ベ ッ ク ス 形 状 （ 凸 形 状 ） の 超 音 波 振 動 子 に よ っ て 、 超 音 波 振 動 素 子 の 配 列 方 向 （ 電
子 走 査 方 向 ） に 行 わ れ る 電 子 走 査 と 、 こ の 電 子 走 査 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 移 動 又 は 回 動 さ
せ る 機 械 走 査 と に よ り 、 複 数 の 断 層 画 像 の 取 得 及 び 立 体 画 像 の 構 築 を 可 能 と す る 医 用 超 音
波 診 断 装 置 に 係 る 超 音 波 探 触 子 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ０ は 、 従 来 の 技 術 に 係 る 経 腹 用 の 超 音 波 探 触 子 の 主 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お
、 こ の 図 １ ０ に は 、 特 許 文 献 １ 及 び 下 記 の 特 許 文 献 ２ の 両 方 に 記 載 さ れ て い る 特 徴 を 有 す
る 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ が 図 示 さ れ て い る 。 図 １ ０ に お い て 、 コ ン ベ ッ ク ス 形 状 の 超 音 波 振
動 子 か ら な る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ は 、 揺 動 軸 １ ０ ２ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
ま た 、 揺 動 軸 １ ０ ２ は 、 モ ー タ な ど の 駆 動 部 に 所 定 の 伝 達 機 構 を 介 し て 接 続 さ れ て お り （
図 示 省 略 ） 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ は 、 駆 動 部 に よ る 駆 動 に よ っ て 、 揺 動 軸 １ ０
２ を 中 心 と し て 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 駆 動 部 を 動 作 さ せ る こ と に よ っ て 、 所 定 の 伝 達 機 構 を 介 し て 揺
動 軸 １ ０ ２ を 揺 動 中 心 と し た 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ の 機 械 揺 動 を 実 現 す る こ と が
可 能 と な る 。 し た が っ て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ に よ る 電 子 走 査 と 、 超 音 波 振 動
子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ の 揺 動 軸 １ ０ ２ を 中 心 と し た 回 動 に よ る 機 械 走 査 と に よ っ て 、 被 検 体
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内 の 立 体 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ を 使 用 す る 場 合 に は 、 そ の 操 作 者 が 、 被 検 体 の 観 察 部 位 近 傍
に 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ を 接 触 さ せ る た め 、 操 作 者 が 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ を 誤 っ て 落 下 さ せ
て し ま う 危 険 性 が あ る 。 し た が っ て 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ に は 、 落 下 に よ る 破 損 が 生 じ な
い よ う に す る 耐 衝 撃 性 （ 特 に 、 落 下 衝 撃 に 対 す る 耐 性 ） が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 電 子 走 査 の み を 行 う 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ に 関 し て は 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ の 周
囲 を 接 着 剤 で 強 固 に 固 め る こ と で 、 耐 衝 撃 性 が 向 上 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 上 述
の 電 子 走 査 及 び 機 械 走 査 の 両 方 を 行 っ て 立 体 画 像 を 構 築 す る 超 音 波 探 触 子 １ ０ ０ に 関 し て
は 、 揺 動 可 能 な 状 態 に 保 つ こ と が 要 請 さ れ て い る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ を 固 定 す
る こ と が で き な い た め 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 超 音 波 振 動
子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ を 保 護 部 材 １ ０ ３ で 挟 み 込 む こ と に よ っ て 、 不 図 示 の 音 響 窓 （ ウ ィ ン
ド ウ ） が 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ ０ １ に 接 触 し な い よ う に 保 護 す る 技 術 が 知 ら れ て い る
。 な お 、 音 響 窓 は 、 通 常 、 そ の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が 人 体 に 近 い 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て
お り 、 衝 撃 に よ っ て 変 形 す る 可 能 性 を 有 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ３ ８ ８ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ８ ４ ８ ９ 号 公 報 （ 図 １ 、 段 落 ０ ０ １ ７ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 電 子 走 査 及 び 機 械 走 査 の 両 方 を 行 う 体 腔 内 用 の 超 音 波 探 触 子 な ど に お い
て は 、 体 腔 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 を 小 型 化 し な け れ ば な ら な い た め 、 寸 法 上 の 制 約 か ら 、 耐
衝 撃 性 を 向 上 さ せ る た め に 充 分 に 強 固 な 保 護 板 を 用 い る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ る
。 特 に 、 超 音 波 探 触 子 の 全 重 量 の 影 響 が 音 響 窓 に 印 加 さ れ る よ う に 、 音 響 窓 の 略 球 状 部 が
下 方 を 向 い た 状 態 で 落 下 し て 地 面 に 衝 突 し た 場 合 に は 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ や 、 超 音
波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 揺 動 可 能 に 支 持 す る 揺 動 軸 な ど の 支 持 機 構 が 損 傷 し て し ま う と い う
課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 超 音 波 探 触 子 の 非 動 作 時 に 、 例 え ば 超 音 波 探 触 子 を 誤 っ て
落 下 さ せ た 場 合 で も 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ や 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ の 支 持 機 構 の 損
傷 を 防 ぐ こ と が 可 能 な 耐 衝 撃 性 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 用 い て 所 定 の 被 検 体 内 の
画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
　 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う 超 音 波 振 動 子 が 配 置 さ れ た 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 所 定 の 回 動 軸 を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 支 持 す る 軸 受 け 部
材 と 、
　 略 半 球 形 状 を 有 し 、 前 記 略 半 球 形 状 の 内 側 に 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 配 置 す る こ
と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 保 護 す る 音 響 窓 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ を 前 記 所 定 の 回 動 軸 を 中 心 と し て 回 動 さ せ る 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 探 触 子 の 動 作 状 態 を 検 出 す る た め の 動 作 検 出 手 段 と を 有 し て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 非 動 作 時 に 、 例 え ば 超 音 波 探 触 子 を 誤 っ て 落 下 さ せ た
場 合 で も 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ や 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ の 支 持 機 構 の 損 傷 を 防 ぐ こ
と が 可 能 な 耐 衝 撃 性 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 動 作 検 出 手 段 に よ っ て 前 記 超 音 波 探 触 子 が 非 動
作 状 態 で あ る こ と が 検 出 さ れ た 場 合 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ が 、 動 作 時 に 配 置 さ れ
得 る 基 準 位 置 に 対 し て 、 前 記 所 定 の 回 動 軸 を 中 心 と し て 所 定 の 角 度 だ け 回 動 さ れ た 所 定 の
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退 避 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 機 械 走 査 に お け る 回 動 動 作 時 に 用 い ら れ る 回 動 軸 を 利 用 し て 、 そ の 基
準 位 置 か ら 所 定 の 角 度 だ け 回 動 さ れ た 位 置 を 退 避 位 置 と す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 音 響 窓
が 真 下 を 向 い た 状 態 の 落 下 に よ る 衝 撃 を 分 散 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 所 定 の 退 避 位 置 と す る た め の 前 記 所 定 の 角 度 よ
り も 、 さ ら に 前 記 基 準 位 置 に 対 す る 角 度 が 大 き く な る よ う に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ
リ に 対 し て 衝 撃 が 印 加 さ れ た 場 合 に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ と 接 触 し て 前 記 衝 撃 を
緩 和 す る た め の 緩 衝 部 材 を 有 し て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 過 度 の 衝 撃 が 印 加 さ れ て 、 退 避 位 置 の 角 度 よ り も 大 き な 角 度 と な る よ
う に 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ に 応 力 が 働 い た 場 合 で も 、 そ の 応 力 を 吸 収 ・ 緩 和 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 緩 衝 部 材 の 内 部 抵 抗 値 を 検 出 す る た め の 抵 抗 値
検 出 手 段 を 有 す る と と も に 、 前 記 緩 衝 部 材 が 導 電 性 ゴ ム に よ り 構 成 さ れ て お り 、 前 記 抵 抗
値 検 出 手 段 に よ る 前 記 緩 衝 部 材 の 内 部 抵 抗 値 の 変 化 の 検 出 に よ っ て 、 前 記 緩 衝 部 材 が 前 記
超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ か ら 応 力 を 受 け た 旨 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 過 度 の 衝 撃 が 印 加 さ れ て 、 退 避 位 置 の 角 度 よ り も 大 き な 角 度 と な る よ
う に 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ に 応 力 が 働 い た 場 合 に 、 そ の 衝 撃 を 検 出 す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 を 有 し て お り 、 超 音 波 探 触 子 の 非 動 作 時 に 、 例 え ば 超 音 波 探 触 子 を
誤 っ て 落 下 さ せ た 場 合 で も 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ や 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ の 支 持 機
構 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が 可 能 な 耐 衝 撃 性 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 、
そ れ ぞ れ 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 動 作 状 態 及 び 非 動 作 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 動 作 状 態 及 び 非 動 作 状 態 （ 非 動 作 状 態 で は 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン
ブ リ １ が 退 避 位 置 に 配 置 さ れ る ） に 関 し て は 、 後 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 （ 不 図 示 ）
、 超 音 波 の 焦 点 を 機 械 的 に 定 め る レ ン ズ （ 不 図 示 ） 、 背 面 へ の 超 音 波 の 発 生 を 防 ぐ 背 面 緩
衝 材 （ 不 図 示 ） 、 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 整 合 す る 整 合 層 （ 不 図 示 ） 、 超 音 波 振 動 子 の 信 号
線 （ 不 図 示 ） に よ り 構 成 さ れ て い る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ を 有 し て い る 。 な お 、 こ の
超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ に お い て 行 わ れ る 超 音 波 振 動 子 の 電 子 走 査 に よ っ て 、 被 検 体 内
の 平 面 断 層 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 モ ー タ な ど の 駆 動 部 （ 後 述 の 図 ３ に 示 す 駆 動 部 ２
１ に 対 応 ） に よ っ て 、 揺 動 軸 ２ を 中 心 と し て 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 超
音 波 振 動 子 を 機 械 走 査 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 上 述 の 電 子 走 査 及 び 機 械 走 査 の 両
方 を 用 い る こ と に よ り 、 被 検 体 内 の 立 体 画 像 や 任 意 の 断 面 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 略 半 球 形 状 部 を 有 す る 音 響 窓 ３ を 有 し て い る 。 こ の 音 響 窓
３ は 、 通 常 、 そ の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が 人 体 に 近 い 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 そ の 内
側 に は 、 液 状 の 音 響 伝 搬 媒 質 が 充 填 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １
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に よ っ て 送 受 信 さ れ る 超 音 波 は 、 空 気 層 を 通 過 せ ず に 、 音 響 伝 搬 媒 質 及 び 音 響 窓 ３ の 部 材
を 通 じ て 、 被 検 体 に 効 率 良 く 伝 搬 さ れ る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 音 響 窓 ３ の 一 部 を 不
図 示 と し 、 音 響 窓 ３ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ や 揺 動 軸 ２ な ど が
、 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 図 示 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 基 台 ４ は 、 例 え ば 、 揺 動 軸 ２ の 軸 受 け 部 材 な ど 、 揺 動 軸 ２ や 音 響 窓 ３ が 所 望 の 位
置 と な る よ う に 支 持 す る 支 持 部 材 で あ る 。 ま た 、 筐 体 ５ は 、 音 響 窓 ３ の 略 半 球 状 部 と 背 向
し た 長 手 方 向 （ 図 １ 及 び 図 ２ の 上 下 方 向 ） に 延 在 し て お り 、 音 響 窓 ３ と 一 体 化 し て 、 超 音
波 探 触 子 １ ０ の 外 形 を な し て い る 。 な お 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 操 作 者 は 、 こ の 筐 体 ５ を 把
持 し 、 被 検 体 に 対 し て 音 響 窓 ３ を 接 触 さ せ て 操 作 を 行 う こ と に よ っ て 、 被 検 体 内 の 臓 器 な
ど の 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ が 揺 動 軸 ２ を 中 心 と し て 回 動 す
る 際 の 回 動 位 置 （ 例 え ば 、 回 動 角 度 ） を 検 出 す る こ と が 可 能 な 位 置 検 出 ／ 制 御 部 （ 後 述 の
図 ３ に 示 す 位 置 検 出 ／ 制 御 部 ２ ２ に 対 応 ） を 有 し て い る 。 こ の 位 置 検 出 ／ 制 御 部 は 、 超 音
波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 揺 動 軸 ２ に 関 す る 任 意 の 回 動 位 置 を 検 出 し て 、 こ の 検 出 結 果 を 駆
動 部 （ 後 述 の 図 ３ に 示 す 駆 動 部 ２ １ に 対 応 ） に 通 知 す る 。 こ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 駆 動
部 は 、 所 望 の 回 動 位 置 ま で 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ を 回 動 さ せ た り 、 所 望 の 回 動 位 置 に
超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ を 固 定 さ せ た り す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 本 発 明 に 係 る 動 作
を 実 現 す る た め の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 超
音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ 、 駆 動 部 ２ １ 、 位 置 検 出 ／ 制 御 部 ２ ２ 、 動 作 検 出 部 ２ ３ を 有 し て
い る 。 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 図 示 さ れ て い る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン
ブ リ １ に 対 応 し て い る 。 ま た 、 駆 動 部 ２ １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 揺 動 軸 ２ を 中 心 と し て
、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ を 回 動 さ せ る モ ー タ な ど で あ り 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １
の 配 置 位 置 （ 回 動 位 置 ） の 変 更 を 行 う 。 ま た 、 位 置 検 出 ／ 制 御 部 ２ ２ は 、 超 音 波 振 動 子 ア
セ ン ブ リ １ の 配 置 位 置 を 検 出 す る と と も に 、 例 え ば 、 操 作 者 か ら の 指 示 に 応 じ て 、 駆 動 部
２ １ に 対 し て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ を 所 望 の 配 置 位 置 と す る た め の 駆 動 制 御 信 号 を
送 出 す る 。 な お 、 位 置 検 出 ／ 制 御 部 ２ ２ は 、 例 え ば 、 イ ン ク リ メ ン ト 式 エ ン コ ー ダ に よ っ
て 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 動 作 検 出 部 ２ ３ は 、 こ の 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 動 作 し て い る か 否 か を 検 出 し 、 非 動
作 状 態 と 判 断 さ れ た 場 合 に 、 駆 動 部 ２ １ に 対 し て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 配 置 位 置
を 所 定 の 退 避 位 置 （ 後 述 ） に 変 更 す る 指 示 を 行 う 制 御 信 号 を 送 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
な お 、 動 作 検 出 部 ２ ３ に よ っ て 検 出 さ れ る 動 作 状 態 ／ 非 動 作 状 態 は 、 任 意 に 定 義 可 能 で あ
る 。 例 え ば 、 超 音 波 振 動 子 に よ っ て 超 音 波 の 送 受 信 が 行 わ れ て い る 状 態 、 超 音 波 探 触 子 １
０ の 電 源 が オ ン に な っ て い る 状 態 、 操 作 者 に よ っ て 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 把 持 さ れ て い る 状
態 な ど を 、 動 作 状 態 と 定 義 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 超 音 波 振 動 子 に よ っ て 超 音 波 の 送 受 信 が 行 わ れ て い る 状 態 を 動 作 状 態 と し た 場 合
に は 、 動 作 検 出 部 ２ ３ は 、 超 音 波 の 送 受 信 動 作 の 有 無 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ 、 実 際 に
超 音 波 検 診 が 行 わ れ て い る 場 合 を 除 い て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 退 避 位 置 に 配 置 さ
れ る 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 電 源 が オ ン に な っ て い る 状 態 を 動 作 状 態 と し た 場 合 に は
、 動 作 検 出 部 ２ ３ は 、 電 源 の オ ン ／ オ フ を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ 、 操 作 者 が 超 音 波 探 触
子 １ ０ を 使 用 す る た め に 電 源 を オ ン と し た 場 合 を 除 い て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 退
避 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 操 作 者 に よ っ て 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 把 持 さ れ て い る 状 態 を 動
作 状 態 と し た 場 合 に は 、 動 作 検 出 部 ２ ３ は 、 操 作 者 の 把 持 状 態 を 検 出 （ 操 作 者 の 手 が 超 音
波 探 触 子 １ ０ に 接 触 し て い る か 否 か を 検 出 ） す る た め の セ ン サ な ど を 有 し 、 操 作 者 が 超 音
波 探 触 子 １ ０ を 把 持 し て い る 場 合 を 除 い て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 退 避 位 置 に 配 置
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さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 動 作 状 態 及 び 非 動 作 状 態 の そ れ ぞ れ に お け る 超 音 波 振 動 子 ア
セ ン ブ リ １ の 配 置 位 置 に つ い て 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 １ に 示 す 動
作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ２ に 示 す 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 の
断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ４ 及 び 図 ５ で は 、 揺 動 軸 ２ に 対 し て 略 垂 直 方 向 を 有 し 、 超 音 波 振
動 子 ア セ ン ブ リ １ の 略 中 心 部 を 通 る 断 面 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 非 動 作 状 態 に お い て 、 揺 動 軸 ２ を 中
心 と し て 、 基 準 位 置 ６ か ら 所 定 の 角 度 （ 例 え ば 、 基 準 位 置 ６ と の 間 の 角 度 α ） だ け 回 動 し
た 退 避 位 置 ７ に 配 置 さ れ る 。 こ の 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 退 避 位 置 ７ は 、 超 音 波 振 動
子 ア セ ン ブ リ １ が 超 音 波 の 送 受 信 を 行 わ な い 非 動 作 時 に 配 置 さ れ る 回 動 位 置 で あ る 。 超 音
波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 非 動 作 時 に は 、 駆 動 部 ２ １ に よ っ て 退 避 位 置 ７ に 移 動 さ れ る 。
な お 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 動 作 時 に は 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 基 準 位 置 ６ 周 辺 に 配
置 さ れ 、 機 械 走 査 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 動 作 に つ い て 図 ６ 及 び 図 ７ を 用 い て
説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 全 重 量 の 影 響 が 音 響 窓 に 印 加 さ れ る よ う
に 、 音 響 窓 ３ の 略 球 状 部 が 下 方 を 向 い た 状 態 で 地 面 に 落 下 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 が 、 規 定 の 高 さ
よ り 低 い 落 下 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し た 場 合 の 落 下 直 後 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る
。 な お 、 図 ６ に は 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 音 響 窓 ３ か ら 地 面 に 衝 突 し 、 音 響 窓 ３ が 弾 性 変 形
し た 状 態 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 落 下 に よ る 衝 撃 の 影 響 に よ っ て 音 響 窓 ３ は 弾 性 変 形 す る が 、 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子
１ ０ で は 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 退 避 位 置 ７ に 退 避 し て お り 、 音 響 窓 ３ に 干 渉 し
な い （ 弾 性 変 形 し た 音 響 窓 ３ か ら の 応 力 を 受 け な い ） よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に
よ っ て 、 規 定 の 高 さ 以 下 か ら の 落 下 に よ っ て 音 響 窓 ３ に 変 形 が 生 じ た 場 合 で も 、 音 響 窓 ３
と 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ と の 間 は 、 常 に 間 隙 δ 以 上 を 保 つ こ と が 可 能 で あ る 。 し た が
っ て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ が 退 避 位 置 ７ に 退 避 し て い る 状 態 に お い て は 、 音 響 窓 ３
の 応 力 に よ る 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ や 揺 動 軸 ２ の 損 傷 を 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 例 え ば 、 基 準 位 置 ６ と 退 避 位 置 ７ と の な す 角 度 α を 略 ６ ０ ° と し た 場 合 に は 、 約
７ ０ ｃ ｍ の 落 下 高 さ ま で 、 音 響 窓 ３ と 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ と の 間 の 干 渉 を 防 ぐ こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 が 、 規 定
の 高 さ よ り 高 い 落 下 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し た 場 合 の 落 下 直 後 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図
で あ る 。 な お 、 図 ７ に は 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ が 音 響 窓 ３ か ら 地 面 に 衝 突 し 、 音 響 窓 ３ が 弾
性 変 形 し た 状 態 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 落 下 高 さ が 規 定 以 上 の 場 合 に は 、 音 響 窓 ３ の 弾 性 変 形 量 が 大 き く な り 、 音 響 窓 ３ が 超 音
波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ に 干 渉 し て し ま う （ す な わ ち 、 図 ６ 中 の 間 隙 δ ＝ ０ と な る ） 。 し か
し な が ら 、 音 響 窓 ３ の 干 渉 に よ り 印 加 さ れ る 力 の 方 向 は 、 図 ７ 中 の 基 準 位 置 ６ を 示 す 方 向
と 略 同 一 で あ る 一 方 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 退 避 位 置 ７ は 、 基 準 位 置 ６ か ら 所 定 の
角 度 α を な し て い る た め 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ や 揺 動 軸 ２ に 損 傷 を 与 え る 揺 動 軸 ２
に 向 か う 方 向 の 力 Ｆ r は 減 じ 、 揺 動 軸 ２ を 中 心 と し た モ ー メ ン ト を 発 生 さ せ る 力 Ｆ θ を 生
じ る 。 こ の 結 果 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ は 、 図 ７ 中 の 矢 印 方 向 に 回 動 し て 、 そ の 退 避
位 置 ７ か ら 更 な る 退 避 を 行 う （ 基 準 位 置 ６ と の 間 の な す 角 度 が 更 に 大 き く な る ） こ と に な
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り 、 超 音 波 ア セ ン ブ リ １ や 揺 動 軸 ２ を 損 傷 す る こ と を 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 超 音
波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ が 、 そ の 退 避 位 置 ７ よ り 更 に 基 準 位 置 ６ と の 角 度 が 大 き く な る 方 向
に 移 動 で き る よ う に 、 揺 動 軸 ２ を 中 心 と し て 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ が 回 動 可 能 な よ う
に 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 非 動 作 時 に 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン
ブ リ １ が 音 響 窓 ３ の 中 心 位 置 （ 基 準 位 置 ６ ） か ら 退 避 位 置 ７ に 、 そ の 配 置 位 置 を 移 動 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 全 重 量 の 影 響 が 音 響 窓 に 印 加 さ
れ る よ う に 、 音 響 窓 ３ の 略 球 状 部 が 下 方 を 向 い た 状 態 で 、 規 定 以 上 の 高 さ か ら 地 面 に 落 下
し た 場 合 で も 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ や 揺 動 軸 ２ の 損 傷 を 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。 し
た が っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 耐 衝 撃 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探
触 子 １ ０ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形
態 に お け る 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 が 、 規 定 の 高 さ よ り 高 い 落 下 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し
た 場 合 の 落 下 直 後 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、
上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ の 基 準 位 置 ６ と の 相 対 位
置 が 、 退 避 位 置 ７ よ り も さ ら に 大 き く 回 動 し た 場 合 に 、 そ の 回 動 に 係 る 応 力 を 緩 衝 可 能 と
す る 緩 衝 部 材 ８ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 緩 衝 部 材 ８ は 、 音 響 窓 ３ の 内 側 に 存 在 す る
液 状 の 音 響 伝 搬 媒 質 に 対 す る 耐 性 を 有 す る 材 質 で あ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 の 第
２ の 実 施 の 形 態 で は 、 揺 動 軸 ２ に 対 し て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ が 時 計 回 り 及 び 反 時
計 回 り の ど ち ら の 向 き に 回 動 し た 場 合 で も 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ か ら の 応 力 を 緩 衝
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 退 避 位 置 ７ を 片 方 に 限 定 す る の で あ れ ば 、 退 避 位 置 ７ に
対 応 す る 側 に の み 緩 衝 部 材 ８ を 配 置 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の 構 成 に よ り 、 例 え ば 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 全 重 量 の 影 響 が 音 響 窓 に 印 加 さ れ る よ
う に 、 音 響 窓 ３ の 略 球 状 部 が 下 方 を 向 い た 状 態 で 、 規 定 以 上 の 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し た 場
合 で も 、 緩 衝 部 材 ８ が 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ に 対 し て 生 じ る 回 動 の 衝 撃 を 吸 収 ・ 緩 和
す る こ と が 可 能 と な り 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ や 揺 動 軸 ２ の 損 傷 を 防 ぐ こ と が 可 能 と
な る 。 な お 、 操 作 者 に よ る 超 音 波 探 触 子 １ ０ の ハ ン ド リ ン グ の 際 に 、 過 大 な 回 転 衝 撃 が 発
生 す る よ う な 場 合 で も 、 上 述 の 緩 衝 部 材 ８ に よ っ て 、 そ の 衝 撃 を 緩 和 す る こ と も 可 能 と な
る 。 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 耐 衝 撃 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い
超 音 波 探 触 子 １ ０ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超
音 波 探 触 子 １ ０ は 、 上 述 の 図 ８ と 同 様 に 緩 衝 部 材 ８ を 有 し て い る が 、 こ の 緩 衝 部 材 ８ が 、
印 加 さ れ た 負 荷 に 応 じ て 抵 抗 値 が 変 化 す る 導 電 性 ゴ ム に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 緩 衝 部 材 周 辺 の 内 部 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 上 述 の よ う に 、 緩 衝 部 材 ８ は 導 電 性 ゴ ム に よ っ て 構 成 さ れ 、 印 加
さ れ た 負 荷 に 応 じ て 、 そ の 抵 抗 値 が 変 化 す る 。 一 方 、 緩 衝 部 材 ８ に は ２ つ の 電 極 １ １ が 接
続 さ れ て お り 、 さ ら に 、 こ れ ら の 電 極 １ １ は 、 調 整 ・ 検 出 回 路 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 調
整 ・ 検 出 回 路 １ ２ は 、 ２ つ の 電 極 １ １ 間 の 抵 抗 値 の 変 化 を 検 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な
お 、 調 整 ・ 検 出 回 路 １ ２ の 配 置 位 置 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 筐 体 ５ や 超
音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ 内 に 配 置 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の 構 成 に よ り 、 衝 撃 な ど の 影 響 に よ っ て 、 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ １ が そ の 退 避 位
置 か ら さ ら に 大 き く 回 動 し た 場 合 で も 、 緩 衝 部 材 ８ に よ っ て 衝 撃 が 吸 収 ・ 緩 和 さ れ る と と
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も に 、 調 整 ・ 検 出 回 路 １ ２ に よ っ て 、 抵 抗 値 の 変 化 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 衝 撃 の 有 無 や
衝 撃 の 強 さ の 検 出 が 可 能 と な る 。 こ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 様 々 な 機 能 の 調 整 を 行 う こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 、 落 下 な ど の 影 響 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ に 過 度 の 衝 撃 が 加 わ っ た 場 合 、 駆
動 部 ２ １ で あ る モ ー タ が 脱 調 し て 、 機 械 走 査 に お け る 基 準 位 置 ６ が ず れ て し ま い 、 正 確 な
画 像 位 置 に お け る 被 検 体 内 の 画 像 を 取 得 で き な く な る こ と が あ る 。 し か し な が ら 、 上 述 の
構 成 に よ れ ば 、 導 電 性 ゴ ム で あ る 緩 衝 部 材 ８ の 内 部 抵 抗 値 の 変 化 を 検 出 す る こ と に よ っ て
、 モ ー タ の 基 準 位 置 検 出 を 行 い 、 モ ー タ を 正 し い 位 置 に 復 帰 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 ま
た 、 衝 撃 の 強 さ に よ っ て 、 使 用 者 に 対 し て 機 器 の 検 査 を 警 告 す る 表 示 を 設 定 す る こ と も 可
能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 探 触 子 の 非 動 作 時 に 、 例 え ば 、 超 音 波 探 触 子 を 誤 っ て
落 下 さ せ た 場 合 で も 、 超 音 波 振 動 子 や 超 音 波 振 動 子 の 支 持 機 構 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が 可 能 な
耐 衝 撃 性 を 有 し て お り 、 超 音 波 を 用 い て 体 内 画 像 を 得 る た め の 医 用 超 音 波 診 断 装 置 や 超 音
波 探 触 子 に 係 る 技 術 分 野 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 動 作 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 非 動 作 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 本 発 明 に 係 る 動 作 を 実 現 す
る た め の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 す 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 が 、 規 定 の 高 さ よ
り 低 い 落 下 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し た 場 合 の 落 下 直 後 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 が 、 規 定 の 高 さ よ
り 高 い 落 下 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し た 場 合 の 落 下 直 後 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 非 動 作 状 態 の 超 音 波 探 触 子 が 、 規 定 の 高 さ よ
り 高 い 落 下 高 さ か ら 地 面 に 落 下 し た 場 合 の 落 下 直 後 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 緩 衝 部 材 周 辺 の 内 部 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ０ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 経 腹 用 の 超 音 波 探 触 子 の 主 要 部 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 、 １ ０ １ 　 超 音 波 振 動 子 ア セ ン ブ リ
　 ２ 、 １ ０ ２ 　 揺 動 軸 （ 回 動 軸 ）
　 ３ 　 音 響 窓 （ ウ ィ ン ド ウ ）
　 ４ 　 基 台
　 ５ 　 筐 体
　 ６ 　 基 準 位 置
　 ７ 　 退 避 位 置
　 ８ 　 緩 衝 部 材
　 １ ０ 、 １ ０ ０ 　 超 音 波 探 触 子
　 １ １ 　 電 極
　 １ ２ 　 調 整 ・ 検 出 回 路
　 ２ １ 　 駆 動 部
　 ２ ２ 　 位 置 検 出 ／ 制 御 部
　 ２ ３ 　 動 作 検 出 部
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　 １ ０ ３ 　 保 護 部 材
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【 図 １ 】
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解决的问题：即使在超声波探头不工作时意外掉落超声波探头时，也要
防止损坏超声波探头或超声波探头的支撑机构。 提供了具有冲击特性的
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旋转角度α的位置）。 此时，期望超声换能器组件被构造成能够从预定
的缩回位置以更大的角度旋转。 此外，如上所述，可以提供一种缓冲构
件，该缓冲构件用于吸收和吸收过多的冲击，诸如将超声换能器组件从
预定的缩回位置旋转到更大的角度。 [选择图]图5
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